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「
壱
町
田
湿
地
を
守
る
会
」

特 集

　

昭
和
53
年
頃
、
武
豊
町
北
部
一
帯
は

土
地
開
発
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
湿
地
も
開
発
予
定
地
に
含
ま
れ
て
い

ま
し
た
。
こ
の
開
発
を
避
け
、
保
護
す

る
ま
で
に
至
っ
た
の
に
は
、
あ
る
植
物

の
発
見
が
一
つ
の
き
っ
か
け
と
な
り
ま

し
た
。
そ
の
植
物
は
、
壱
町
田
湿
地
を

代
表
す
る
食
虫
植
物
「
シ
ロ
バ
ナ
ナ
ガ
バ

ノ
イ
シ
モ
チ
ソ
ウ
」。

　

当
時
、
半
田
高
校
の
あ
る
学
生
が
、

昔
よ
く
遊
び
で
入
っ
て
い
た
壱
町
田
湿

地
に
少
し
変
わ
っ
た

植
物
た
ち
が
あ
っ
た

の
を
思
い
出
し
、
そ

れ
ら
を
学
祭
で
展
示

し
ま
し
た
。
そ
の
内

の
一
つ
の
名
前
が
分
か
ら
ず
、
地
元
の

植
物
に
詳
し
い
人
に
尋
ね
ま
し
た
。
そ

れ
が
、
も
う
絶
滅
し
て
し
ま
っ
た
幻
の

花
と
言
わ
れ
て
い
た
「
シ
ロ
バ
ナ
ナ
ガ
バ

　長年にわたって地域づくり活動を続けた功績が
認められ、表彰されました。代表の畠

は た

烈
いさお

さん（写真・
中央）は、「湿地の保全は自然との戦いであり、日々
足を運び観察や調査、草刈りや水の管理を続けて
いることが、貴重な植物を絶やさずにいることに
繋がっている」と話されていました。

「壱町田湿地を守る会」が
『令和３年度愛知県地域づくり表彰』を受賞！

上）�雑草が影になって日当たりが悪くならないよう、こまめな除草作業が大事 /５
月頃に咲くササユリ /活動の中で季節ごとに変わる植物を観察するのも楽しみ
の一つと話す

下）�湿地内を補水するためのポンプの手動スイッチ /来場者にプレゼントしたいと、
守る会のメンバーが手作りした可愛らしい置き物

高
校
生
の
発
見
が

世
に
出
る
キ
ッ
カ
ケ
に

news

▲町文化財委員会一行による現地調査（昭和58年）

▲�昭和59年1月25
日付の新聞で、町
が絶滅寸前の植物
群の保護に着手し
たことがニュース
になった

▲�平成元年7月 1日付の新聞。壱町田湿地を守る
会の前身である壱町田湿地植物群落保存会と湿
地の紹介がされている

壱町田湿地ってなに？

愛知県指定天然記念物「壱町田湿地植物

群落」は、シロバナナガバノイシモチソ

ウをはじめ、絶滅の恐れがある食虫植物

や湿地性植物が自生する貴重な自然の

宝庫。毎年一般公開には多くの人が見学

に来ます。

　県指定の天然記念物になっている壱町田湿地植物群落。第一回　県指定の天然記念物になっている壱町田湿地植物群落。第一回
の一般公開は昭和 59 年。現在でも、一般公開には多くの人が訪れ、の一般公開は昭和 59 年。現在でも、一般公開には多くの人が訪れ、
数多くの希少な植物を見ることができる場所となっています。数多くの希少な植物を見ることができる場所となっています。
　その背景には、この湿地を守ろうとした人々の思いがあります。　その背景には、この湿地を守ろうとした人々の思いがあります。
そして、そのバトンを現在に至るまで繋いできたからこそ、今でもそして、そのバトンを現在に至るまで繋いできたからこそ、今でも
この自然が守られています。今回は、そんな壱町田湿地にまつわるこの自然が守られています。今回は、そんな壱町田湿地にまつわる
エピソードを紹介していきます！エピソードを紹介していきます！

ノ
イ
シ
モ
チ
ソ
ウ
」
だ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
ニ
ュ
ー
ス
は
新
聞
で
取
り
上
げ
ら
れ
、

壱
町
田
湿
地
の
名
が
世
に
知
れ
渡
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。

　

数
々
の
調
査
の
結
果
、
イ
シ
モ
チ
ソ
ウ

を
は
じ
め
と
す
る
壱
町
田
湿
地
に
生
息
す

る
植
物
た
ち
は
、
水
質
や
土
壌
に
と
て
も

左
右
さ
れ
や
す
い
植
物
群
で
あ
る
こ
と
が

判
明
し
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
現
在
地
の
環

境
を
壊
さ
ず
保
存
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
い
う
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

こ
の
貴
重
な
武
豊
町
の
自
然
を
守
る
た

め
、
地
道
な
調
査
・
研
究
と
関
係
機
関
の

協
力
の
下
、
緑
地
保
全
地
域
と
し
て
土
地

開
発
対
象
地
域
よ
り
除
外
す
る
こ
と
が
決

ま
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
が
決
ま
る
ま
で

に
約
５
年
か
か
り
ま
し
た
。

絶
滅
寸
前
の
植
物
群

保
護
す
る
た
め
の
決
意

　

壱
町
田
湿
地
は
、
町
だ
け
で
な
く
、
近
隣
住

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
や
研
究
者
等
、

多
く
の
関
わ
り
中
で
バ
ト
ン
が
引
き
継
が
れ
、

今
日
ま
で
大
切
に
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
58

年
に
武
豊
町
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
た
こ
と

を
契
機
に
、
同
年
７
月
に
「
壱
町
田
湿
地
植
物

群
落
保
存
会
」
が
発
足
。
動
植
物
の
専
門
家
ら

が
湿
地
の
保
存
を
目
的
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
壱
町
田
湿
地
を
守
る
会
」と
名
称

変
更
し
、
現
在
は
町
内
お
よ
び
近
隣
市
町
の
自

然
や
動
植
物
を
愛
す
る
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

て
い
ま
す
。　

　

１
年
を
通
じ
て
湿
地
内
の
湿
り
気
の
管
理
や

草
刈
り
、
植
物
等
の
観
察
と
記
録
、
見
学
通
路

の
整
備
等
を
行
い
、
一
般
公
開
日
に
は
ガ
イ
ド

を
し
ま
す
。

　

特
に
湿
り
気
の
管
理
は
注
意
深
く
行
う
作
業

で
、
こ
ま
め
な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
だ
そ
う
で

す
。
湿
地
西
側
の
開
発
で
湧
水
量
が
減
り
、
時

に
は
補
水
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
湿
地
が
乾
い

て
し
ま
わ
ぬ
よ
う
に
、
逆
に
水
が
溜
ま
り
過
ぎ

て
湿
り
過
ぎ
ぬ
よ
う
に
、
日
々
の
記
録
と
管
理

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
湿
地
内
を
流
れ
る
湧
水
が

集
ま
っ
た
沢
か
ら
く
み
上
げ
て
、
そ
れ
を
全
体

に
行
き
渡
る
よ
う
な
仕
組
み
も
、
当
時
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
メ
ン
バ
ー
や
関
係
者
等
が
手
作
業
で

行
っ
た
そ
う
で
す
。

　

管
理
の
他
に
も
、
季
節
に
よ
っ
て
移
り
変
わ

る
湿
地
内
の
動
植
物
を
観
察
し
、
発
見
を
楽
し

む
こ
と
も
大
事
な
活
動
の
一
つ
で
す
。
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壱
町
田
湿
地
を
守
る
会
は
、
小
中
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に
活
動
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
元
々
、
町
内
の
小
中
学
校
で
理
科
教
育
の

一
環
と
し
て
始
ま
っ
た
壱
町
田
湿
地
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
。
約
４
年
前
か
ら
、
壱
町
田
湿
地

を
守
る
会
が
受
け
入
れ
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
活
動
は
、
湿
地
保
全
作
業
だ
け
で
は
な

く
、
動
植
物
の
観
察
、
里
山
保
全
の
た
め
の
講

習
や
鎌
等
の
使
い
方
講
座
の
受
講
、
夜
の
昆
虫

観
察
会
、
一
般
公
開
の
ス
タ
ッ
フ
等
、
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。

　
「
自
然
に
親
し
み
な
が
ら
、
生
き
物
を
知
る

と
同
時
に
そ
の
生
態
を
知
る
。
そ
の
中
で
自
然

を
守
る
こ
と
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら
学
ん
で

ほ
し
い
。
」
そ
ん
な
思
い
を
込
め
て
、
様
々
な

企
画
や
体
験
会
を
、
壱
町
田
湿
地
内
で
一
年
を

通
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

未来へつなぐ　SDGs への取組み  ×  小中学生ボランティア

一般公開日のお知らせ
日　時　７月24日（日）　
　　　　８月６日（土）、7日（日）
　　　　９月17日（土）、18日（日）
　　　　9:00～14:00（入場は13:30まで）
　　　　※雨天中止
場　所　壱町田湿地植物群落（字壱町田355）
料　金　無料　　申込み　不要
その他　滑りにくい靴でお越しください
問合せ　歴史民俗資料館　☎73-4100

壱町田湿地を守る会
メンバー募集

活動日　主に第１・３土曜日

年齢制限はなし。町外在住も可。
植物や昆虫等の知識が無くても
大丈夫です。見学もできますの
でお気軽にお問合せください！

問合せ　歴史民俗資料館
　　　　☎ 73-4100

小さくても魅力は 特大！無限大！

①コオニユリ②キツネノボタン③シロバナナガバノイシモチソウ
④トウカイコモウセンゴケ⑤ワレモコウとカマキリ
⑥シラタマホシクサ⑦コウホネ⑧ヌマトラノオ

＼取材にご協力いただきました！／

➊

➋ ➌

➍ ➎

➏

➐

▲アメリカザリガニの駆除。
　この日は約200匹を捕獲

上）夜の昆虫観察会／オリエンテーションの様子／一般公開時の受付等をお手伝い　
下）里山保全の講習会。鋸

のこぎり

の使い方や薪割りのレクチャーを受けた／間伐後の枝葉を運び出す

虫を食べる？！

食
しょく

虫
ちゅう

植
しょく

物
ぶ つ

ってなに？

　昆虫等をとらえ、消化・吸収して栄養をとる植物。壱町田湿地で見られる食虫
植物はいくつかありますが、代表はシロバナナガバノイシモチソウやトウカイコ
モウセンゴケ、ヒメミミカキグサ等。食虫植物の補虫の仕方は色々ありますが、
イシモチソウとモウセンゴケは「とりもち式」。葉の表面や縁にねっとりした粘液
を分泌する腺

せん

毛
もう

によって蝶等を捕食します。捕食と言っても、実際にはゆっくり
時間をかけて養分を吸い取るような感じです。運が良ければ、公開日に捕食して
いる姿を確認することができますよ。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
活
動

資
源
は
捨
て
ず
に
、
リ
サ
イ
ク
ル

　

保
全
活
動
の
中
で
、
無
駄
な
ご
み
は
作
ら
ず
、

出
来
る
だ
け
再
利
用
す
る
こ
と
に
も
心
が
け
て

い
ま
す
。
湿
地
内
の
木
々
を
間
伐
し
た
後
、
集

め
た
枝
等
は
焼
物
や
ス
ト
ー
ブ
の
薪
と
し
て
再

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
粉
砕
機
で
チ
ッ
プ

化
し
、
堆
肥
と
し
て
、
あ
る
い
は
通
路
に
ま
い

て
雑
草
が
生
え
る
の
を
抑
制
す
る
た
め
の
も
の

に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
環
境
へ
の
配
慮
も
、
小
中
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
の
活
動
の
中
で

伝
え
て
い
ま
す
。

➑

畠
は た

烈
いさお

さん

( 壱町田湿地を
��守る会会長）

まめちしき
③（茎にも見えますが）毛のようなものがついている部分が葉。
腺
せん

毛
もう

から出る粘液で虫をキャッチ！／⑥は漢字で書くと、白
玉星草。空に浮かぶ小さな星々のように見えてとてもきれい。
／⑦はスイレンの仲間。水中からのびた茎に咲くなんとも言
えない美しい黄色の花が可愛らしい。

　

さ
て
、
も
う
す
ぐ
一
般
公
開
日
で
す
。
自
然

を
愛
し
、
守
り
続
け
て
き
た
み
な
さ
ん
の
思
い

が
つ
な
ぐ
壱
町
田
湿
地
。
こ
の
機
会
に
足
を
運

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

魅惑の 壱町田湿地コレクション


